
　　　第七十奉　　　弾二號

　　　　　中小企業問題特集

京都染色工業調査

中小工業にお・ける技術の侮承性

日本吐合政策史に閥する一考察

田杉　　競ほ、

岡部利良（2s、

渡　部

（昭和二十七年八刀）

京都大學纒濟學曾



京
都
大
阜
経
濟
學
會
規
則

　
　
　

本
曾
を
京
都
夫
學
緯
濟
學
曾
と
稻
寸
る

　
　
　
　
本
曾
は
左
の
者
で
組
織
す
る

　
　
　
　
京
都
大
學
緯
濟
學
部
教
授
、
助
教
授
、
講
師
　
些
生
　
生
徒

　
　
　
　
及
同
墨
部
出
身
者

　
　
二
、
京
都
大
堅
法
學
部
致
－
授
、
助
教
授
及
詩
師

　
　
三
、
京
都
大
學
法
゜
學
部
撃
生
、
生
徒
、
出
身
者
又
は
奮
京
都
帝
國

　
　
　
　
大
製
法
科
大
學
の
出
身
者
で
本
會
機
開
雑
誌
「
蒋
濟
論
叢
」

　
　
　
　
の
配
布
を
受
け
る
者

　
　
璽
、
本
曾
評
議
員
會
に
お
い
て
推
薩
…
又
は
承
認
し
た
る
者

第
三
條
　
本
曾
員
中
左
の
者
を
名
馨
會
員
と
す
る

　
　
　
　
京
都
大
學
法
學
部
教
授
、
助
教
授

　
　

二
、
本
會
評
議
員
曾
に
お
い
て
推
薦
し
た
者

第
円
條
　
本
㊥
の
事
務
所
は
京
都
大
學
経
済
學
部
丙
に
置
く

第
五
條
　
本
會
は
左
の
事
業
を
行
う

　
　
　
　
機
開

雑
誌

「
純
濟
鋪
叢
」
を
鍵
行
す
る
こ
と

　
　
　
　
「
純
濟
論
叢
」
は
…
母
月
一
圖
謹
行
す
る
。
但
し
臨
時
特
別
暗
パ

　
　
　
　
を
護
行
す
る
こ
と
が
あ
る

　
　
　
　
「
纏
濟
學
研
究
叢
書
」
を
襲
行
す
る
こ
と

　
　
　
　
毎
月
一
同
學
術
研
究
倉
を
開
催
す
る
こ
と

　
　
　
　
毎
年
一
回
，
公
詞
講
演
曾
を
開
催
す
る
こ
と

　
　
二
、

　
　
三
、
」

　
　
四
、

第
六
條

第
七
、
係

第
パ
條

㍍略
　　　　）

雑

霞
昆
西

言

第
し
／
様

　
　
顧
ρ
／
．

一

一 乞早
づ

刊近

第

七

十

巻

第
三
號

理
論
経
濟
學
特
集

貿
易

利

盆
の
測
定
に
つ
い
て

九
月
初
旬
薩
行

阿

部
　
　
統

花貝
微
巾
的
循
環
へ
の
錯
訣
巾
－
心
的
航
依
近
　
　
一
馬
場
｝
正
雄

國
際
的
観
黙
か
ら
み
た
ケ
ネ
ー
堅
詮

　
の
生
成

と
そ
の
政
策
的
合
意

菱

山
　
　
泉

1
‘
ケ
ネ
ー
墨
・
説
に
お
け
る
政
鱈
只
的
ぬ
月
暑
二
二
）
1
－

○

第

七

十

巻

　
第
四
號

農
地
改
革
特
集

農
地
改
革
の
基
・
本
的
性
格

“
民
地
改
亘
の
否
届
．
川

各
府
縣
農
埴
改
革
史
O
紹
介

＋
月
初
旬
獲
行

山
岡
亮
一

川
崎
武
培

円
“
地
改
曲
車
研
論
パ
輪
蹴



日
本
証
會
政
策
史
に
闇
す
る
一
考
察

　
　
段
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
が
三
井
や
三
菱
の
よ
う
な
大
會

　
　
社
な
ら
ば
相
當
な
施
設
を
や
つ
て
居
る
か
ら
そ
の
必
要
も
な
か
ろ
う

　
　
が
、
他
の
群
小
産
業
會
証
は
全
く
い
い
加
減
な
こ
と
を
や
つ
て
い

　
　
る
」
か
ら
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
と
き
絶
封
主
義
反
動
1
1
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム

が
征
覇
し
は
じ
め
、
組
合
否
定
、
自
主
制
抑
堅
の
絶
劉
主
義
政
策
が
全
面

に

進
出
し
、
組
合
法
案
は
そ
の
ま
ま
舞
毫
か
ら
姿
を
消
す
に
至
つ
た
の
で

あ
る
。

　
　
　
　

六

　
以
上
工
場
法
並
び
に

勢
働
組
合
法
案

を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
と
く
に

岸
本
氏
の

「
祉
會
政
策
論
」
に
示
さ
れ
た
見
解
に
つ
い
て
基
本
的
な
方
法

論
を
中
心
に
批
判
を
加
え
た
の
で
あ
る
が
、
根
本
的
に
は
岸
本
氏
は
日
本

第
七
＋
谷

一
三
〇

　
　
第
二
號
　
　
六
二

就
曾
政
策
の

主
鎧

を
絶
封
主
義
と
把
握
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
資
本
主
義
の

護
展
に
俘
う
罐
力
關
係
、
と
り
わ
け
政
府
・
官
僚
・
資
本
家
階
級
の
相
互

闘
係
を
護
展
の
過
程
で
鍵
化
に
お
い
て
と
ら
え
タ
、
前
二
者
を
一
義
的
に

絶
圏
主
義

と
規
定
し
た
織
に
最
大
の
弱
顯
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で

あ
る
。
逆
に
い
え
ば
階
級
聞
季
が
決
定
的
な
力
を
も
つ
こ
と
の
で
き
な
い

場
合
具
艘
的

な
政
策
は
支
配
階
級
内
部
間
の
軋
礫
そ
の
他
に
よ
つ
て
影
響

さ
れ
る
こ
と
が
少
く
な
い
の
で
あ
る
が
そ
れ
を
階
級
闘
宰
の
み
に
よ
つ
て

割
切
ら
ん
と
す
る
庭
に
弱
顯
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
紙

敷
に

除
裕
が

な
い
の
で
、
そ
れ
ら
の
鮎
に
つ
い
て
も
意
を
甕
せ
ぬ
憾
み
が

多

く
、
日
本
工
胆
會
政
策
史
に
つ
い
て
そ
の
外
間
題
に
す
べ
き
箇
所
も
残
さ

れ
、
努
働
運
動
史
と
し
て
批
到
す
べ
き
顯
も
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
凡

て

別
の
機
會
に

翼
る
こ
と
に
す
る
。
　
（
一
九
五
二
・
七
・
一
三
）

田
　
杉

執

筆

者

紹
介

競

岡
　
部
　
利
　
良

渡
　
部
‥

徹

京
都
大
學
　
教
　
授

〃〃

助
教
授

〃



閣斐有

ド
い
］
－
娠
苫
、
「
丙
、
元
．
s
‥
．
…
．
咋
蒔
麺
㍍
．
“
シ

金
隅
計
川
法
　
の
　
諸
問

世
界
様
式
仔
社
法
λ
の
展
望
・
…
；
田
山
．
薪
太
鄭

愈
肚
法
…
限
の
瀦
系
に
つ
い
て
…
…
両
原
　
香
見
一

禽
砒
の
吐
團
法
人
性
・
…
…
…
：
…
鈴
木
　
竹
雄

合
靴
の
櫨
利
能
力
・
行
爲
能
力

　
及
び
不
法
行
爲
能
力
…
　
　
・
服
部
　
榮
三

禽
61

の

目
的
外
の
行
爲
．
こ

　
改
正
合
社
法
…
・
…
…
…
…
・
・
…
田
中
誠
二

い

わ
ゆ
る
椋
圭
の

　
共
盆
嬬
に
つ
い
て
…
…
・
…
…
－
大
隅
健
一
郎

旬
杭
設
立
行
爲

ミ
入
魅
行
爲
…
…
野
津
　
務

合
趾
経
畳
に

お

け
る

　
就
禽
危
瞼
、
こ
責
任
…
…
…
…
…
商
島
彌
太
袖
即

株
式
舎
吐
に
お
け
る

　
「
支
配
」
概
念
…
：
・
…
…
…
…
－
竹
内
　
敏
夫

ア

メ
リ
カ
會
辻
法
に

　
お
け
る
附
厩
定
款
…
…
…
…
…
大
森
　
志
夫

竹

田
省
先
生
古
稀
記
念

商
　
法
　
の

顯
∨
　
　
　
　
日
志
苅
息
W
．

　
フ
ラ
・
’
ス
政
∵
．
式
’
冨
花
に
乳
け
る

　
　
荘
“
起
人
曲
狩
分
川
股
陀
…
、
　
　
　
　
山
友
・

　
商
法
第
百
・
苑
十
二
條
、
こ

　
　
形
式
圭
義
…
・
・
・
・
…
…
…
・
…
…
閾
工
夙

　
機
式
の
譲
渓
：
・
　
　
　
　
　
　
万
非

　
株
式
の

滑
却
ー
特
に
償
還

　
　
株
式
に
つ
い
て
…
・
…
…
…
　
　
・
矢
澤

　
改
疋

商
法
に
お
け
る
新
株

　
　
引
受
櫨
の
牡
異
性
：
…
…
・
…
・
八
木

　
改
厄

株
式
禽
難
法
に
お
け
る

　

恒
資
の
時
期
…
…
…
…
…
：
：
・
・
伊
澤

　
合
名
會
吐
の
“
員
の
死
亡
．
こ

　
　
相
㎞
人
の
地
位
：
…
・
・
…
・
…
…
・

　
読
が
の
文
言
性
の
限
界
…
…
…
・

諸
　
問
　
題

方
法
、
こ
し
て
の
商
的
色
彩
…
：
…
・
田
山
耕
太
郎
・

督
業
の
法
的
本
質
…
…
…
・
…
　
　
野
津
　
　
務

企
業
概
念
の
實
定
法
的
適
用
・
　
・
西
原
　
寛
一

商
號
及
び
商
號
纏
性
格
…
…
・
　
實
方
　
正
雄

株
式
禽
託
登
記
前
後
…
・
…
…
・
…
國
歳
　
胤
臣

株
主
の

試
實
義
務
…
…
…
…
・
：
・
∴
－
は
田
　
源
清

新
株
引
受
罐
に
つ
い
て
…
…
・
：
：
松
本
　
蒸
治

記
名
株
券
の
特
異
性
…
…
…
…
・
鈴
木
　
竹
雄

株
主
の

議
決
罐
に

つ

い
て

…
…
：
西
島
彌
太
郎

英
國
新
禽
吐
法
に
於
け
る

　
群
小
秣
主
の

地
位
…
…
・
・
…
・
・
島
本
　
英
夫

照毘
久臣惇弘

孝
李

小
町
谷
操
三

竹
田
　
省

A
5
　
四
六
〇
頁

定
債
　
五
六
〇
圓

礎
業
昌
凪
持
株
制
度
に
つ
い
て
：
…
・
八
木
　
　
弘

取
締
役
こ
」
禽
鮭
．
こ
の
取
引
の

　
効
力
に
つ
い
て
…
…
…
・
…
・
…
・
円
中
　
誠
二

禽
砒
合
併
の
本
暫
∵
…
・
…
…
・
：
・
…
大
隅
健
一
郊

食
肚
の

整
理
清
算
及
び
破
産
…
…
永
洋
　
信
義

起
過
保
瞼
の

効
力
に
つ
い
て
…
’
・
・
大
森

生
命
保
籟
契
約
に
畜
け
る

　
不

可
箏
約
款
・
；
・
・
；
・
…
…
…
：

ヤ
コ

ビ
の
有
債
誇
券
概
念
…
：
：

フ

ラ
・
ン
ス
手
形
理
論
の
一
考
察

有
債
諦
券
理
論
の
反
省
…
・
・
…

活
夫

小
町
公
操
三

：
小
橋
　
一
郊

・
・
上
柳
　
克
郎

・
六
井
　
照
久

／

致
藁
黛
籔
烈
竃
‥
哀
≡
㏄
警
笥
ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

す
L
、
三
メ
・
，
㌘
願
い
敦
し
之
、
で
。

　

　
一
、
會
費
納
入
先

　
　
　
　
　
　

京
都
市
左
京
直
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
×
學
紅
濟
學
部
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京

都
大
學
脛
濟
學
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振

替
口
座
大
阪
五
〇
五
三
九
番

　

　
一
、
愈
費

　
　
　
　
　
　
　
　
年
額
　
七
　
〇
　
〇
　
圓
（
前
納
）

　
　
一
、
禽
員
各
位
の
本
籍
、
現
住
所
、
氏
名
、
出
身
高
校
名
、

　
　
　
　
卒
業
年
次
、
就
職
先
を
學
會
ま
で
御
通
知
下
さ
い
。

　
　
一

、

禽
員
外
の
雑
誌
購
入
は
右
斐
閣
へ
む
申
込
下
さ
い
。

昭

和
二
十
七
年
七
月
二
十
五
日

昭

和

二
十
七
年
八

月
　

一

日

編

集

案

登

行

人

印
刷

登

行

所

登

質

所

登印
1丁刷

一亀
則

定
偵

　
三
〇
圓

田

1
十

｝
チ

三

　
　

京
都
市
中
京
匿
壬
庄
、
花
井
和
三

所
　
日
本
篇
眞
印
刷
株
式
禽
壮

代

表

者
　
　
鈴
　
木
　
直
　
樹

　
　

京
都
市
左
京
砥
吉
田
本
町
。

　
　
京

都

大

學

経

濟
學
’
曾

　
　
　

振
替
口
座
　
大
阪
　
五
〇
五
三
肯
、
番

　
　
株
式
曾
証

　有
　
　
斐
　
　
閣

　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
千
代
田
匪
紳
田

　

本
　
　
祉

　
　
　
　
　
　
　

神
尿
町
二
丁
目
＋
七
番
地

京
都
交
店

鯨
講
瞭
㍉
綿
前

一
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